
全日本ロードレース選手権は今回の鈴鹿2&4
レースが第2戦。今年も4輪のスーパーフォーミュラ、
全日本フォーミュラ3との併催となり、JSB1000クラ
スのみの開催となる。
2週間前に行われた開幕戦ツインリンクもてぎで

はYAMAHA FACTORY RACING TEAMの中須
賀克行とTeam HRCの高橋巧が2レースとも一騎
打ちのトップ争いを繰り広げ、両レースとも中須賀が
制した。鈴鹿に舞台を移しても両者の戦いは続くと見
られていたが、イニシアチブを握ったのは高橋巧だっ
た。ヤマハ以外の主要チームはプライベートテストを
鈴鹿で行っており、高橋巧は2分04秒台で周回して
いると好調振りが伝えられていた。テストを行っていな
い中須賀だったが、「4輪が走ってタイヤラバーが
乗った状態でコンディションが変わるので、その状態
にいかに合わせることができるかがポイント」と語って
いた。
レースウイークに入り、金曜日の1本目で高橋巧は
2分04秒391と速さを見せつけたが、4輪が走った直
後に行われた2本目ではタイムを更新できず、その影
響が大きいと高橋巧は感じていたが、それは目標とし

ていた2分03秒台に入れるためだった。公式予選で
Aグループの様子を見ていた高橋巧は「意外にコン
ディションがいいかもしれない。タイムを出すなら最初
のアタックしかない」と思ったと語る。真っ先にコース
インすると計測1周目で2分04秒412を記録し、2周
目には2分03秒874、3周目には2分03秒963を
マーク。ただ一人2分03秒に入れてダブルポールポ
ジションを獲得。中須賀は何とか2分04秒台に入れ
た状態だっただけに決勝は高橋巧が逃げることが予
想された。予選から決勝にかけて4輪が走ってどうコ
ンディションが変わるか？ 中須賀にとってはそこに勝
機が残されていたのかもしれなかったのだが…。
昨年より4周少ない14周で争われたレース1。ポー

ルポジションから高橋巧が好スタートを見せ、渡辺一
馬が2番手で1コーナーに入って行くが、2コーナーで
中須賀が2番手に上がり、高橋巧の背後につける。
中須賀にとっては前に出られるときに前に出てペー
スを抑えたいところ。逆に逃げたい高橋巧だったが、
決勝のコンディションを確認してからペースを上げよう
としていた。そのすきを突いた中須賀が130Rで前に
出るとオープニングラップをトップで戻って来る。しかし

2周目のS字コーナー進入で高橋巧が中須賀をパス
しトップに立つとペースアップ。これになんとかついて
行こうとした中須賀だったが、3周目のデグナーカーブ
2個目の進入でフロントからスリップダウンしてリタイ
ア。痛恨のノーポイントを喫してしまう。これでトップ独
走となった高橋が2位に16秒以上の大差をつけて
今シーズン1勝目を挙げた。2位争いはスズキの渡辺
一樹、ヤマハの野左根航汰、カワサキの渡辺一馬の
三つ巴のバトルとなる。それぞれのマシンの得意なと
ころで何度も順位を入れかえながら最終ラップのシケ
インには渡辺一馬、野左根、渡辺一樹の順で入って
行く。レイトブレーキ合戦となったが、渡辺一馬と野左
根がほぼ同じタイミングでフロントが切れ込んで転倒。
渡辺一樹が2位でゴールし、素早く再スタートを切っ
た野左根が3位に入った。4位に秋吉耕佑が入り、5
位に再スタートした渡辺一馬が入っている。
レースウイークの流れを見るとレース2も高橋巧が
圧勝する可能性が高いと言えるだろう。中須賀は、同
じ轍は踏まないはずだが、どこで線引きできるかがポイ
ントとなる。復帰2年目、強いTeam HRCが、いよいよ
戻って来た。

高橋巧が独走でレース1を制して今季初優勝！
中須賀克行は痛恨のクラッシュ!!
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高橋巧と中須賀克行が序盤からバトルを展開するが、
3周目のデグナーカーブ2つ目で中須賀が転倒。その後は高橋の単独走行に。

高橋巧が圧倒的な速さで独走優勝 ！  野左根航汰、渡辺一馬とのバトルを制した渡辺一樹が2位。
転倒したマシンを素早く起こした野左根が3位。



RACE 2 セカンドラップタイム正式結果表
●4月21日（日）　スタート／11：00（18周）

RACE 1 決勝正式結果表
●4月20日（土）　（14周）　天候：晴れ　コース：ドライ

 Pos. No.   Rider 　 Team

レース1：優勝/レース2：ポールポジション
♯13　高橋 巧
Team HRC
『路面コンディションが予選の時とかなり変わっていて難し
いレースでした。リスクを最低限負わずに速く走らなければ
いけないという状態だったので、まずは無事チェッカーを受
けることができてホッとしています。2位との差が広がってか
らはペースを維持しようと考ました。ずっとペースをコント
ロールできましたが、実は中須賀選手が転倒したのは途中
まで知りませんでした。できる限り中須賀選手を引き離した
いという思いで、がむしゃらに走りました。今回は中須賀選手
に競り勝ったというわけではありませんし、思っていたよりは
ペースを上げることができませんでした。レース2までにデー
タを見直し、さらに速いペースで走ることができるよう対策を
練りたいと思います。そしてレース2も優勝できるようにした
いです』 

レース1：2位
♯26　渡辺一樹
ヨシムラスズキMOTUL
『長く感じたレースでしたが、表彰台に乗ることができてよ
かったです。昨年も表彰台まであと少しということは何度も
あったのですが、そこからチームが的確にマシンを改良して
くれましたし、自分もマシンに合わせてライディングを変えて
いくことができたと思います。調子が上向いてきているので
高橋選手や中須賀選手のインに一回ぐらいは飛び込みた
いと考えていたのですが、そこまで届きませんでした。レース
2はもう少しディスタンスが長いです。レース1はラッキーな面
もあったので、今度は実力でこの順位、またはもうひとつ上
を狙っていきたいです』 

レース1：3位
♯4　野左根航汰
YAMAHA FACTORY RACING TEAM
『最後の最後まで渡辺一馬選手や渡辺一樹選手とバトル
をするという厳しいレースでした。僕は後半区間が遅いのが
わかっていました。ここが遅いとレース終盤で厳しいなとずっ
と考えていたのですが、案の定130Rで一馬選手に仕掛け
られ、最終シケインの飛込みしかないと考えていました。一
馬選手とふたりでシケインに飛び込んだら、ふたりとも止ま
り切れず、ほぼ同時に転んでしまいました。急いでマシンを
起こして戻ってきたら3位ということが分かりました。ラッキー
でしたが悔しいレースでした』 
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高橋 巧
中須賀 克行
渡辺 一馬
野左根 航汰
水野 涼
加賀山 就臣
渡辺 一樹
秋吉 耕佑
岩戸 亮介
前田 恵助
津田 拓也
高橋 裕紀
Zaqhwan Zaidi
濱原 颯道
亀井 雄大
生形 秀之
渥美 心
長尾 健吾
津田 一磨
Mark Andrew Aitchison
星野 知也
中冨 伸一
佐野 勝人
南本 宗一郎
羽田 太河
今野 由寛
奥田 貴哉
関口 太郎
清末 尚樹
寺本 幸司
中島 元気
小島 一浩
辻本 範行
中本 郡
児玉 勇太
須貝 義行
宮腰 武
西中 綱
樋口 耕太
犬木 翼
大野 英樹

森 健祐
筒井 伸
佐藤 龍彦
下田 和也
櫻山 茂昇
中山 友寛
桐井 有希
武田 数馬
岡崎 裕介
上林 隆洸
池田 吉隆
安藤 元之
大貫 貴彦
森中 忍
宇都 敏明
平城 彰雄
松本 正幸
辻 敏彦
榊原 真之介
久野 光博
高橋 勇輝
岡田 寛正
田所 隼

CBR1000RR SP2
YZF-R1
ZX-10RR
YZF-R1
CBR1000RR SP2
GSX-R1000L9
GSX-R1000L9
CBR1000RR SP2
ZX-10RR
YZF-R1
GSX-R1000
CBR1000RR
CBR1000RR
CBR1000RR SP2
CBR1000RR
GSX-R1000L8
S1000RR
YZF-R1
YZF-R1
ZX-10RR
S1000RR
YZF-R1
ZX-10RR
YZF-R1
CBR1000RR SP2
GSX-R1000R
Panigare V4 R
CBR1000RR SP2
ZX-10RR
S1000RR
CBR1000RR
CBR1000RR
S1000RR
ZX-10RR
YZF-R1
RSV4 RF
YZF-R1
CBR1000RR
GSX-R1000R
GSX-R1000R
S1000RR

CBR1000RR
Panigare V4 R
YZF-R1
CBR1000RR
CBR1000RR
CBR1000RR
ZX-10R
GSX-R1000
CBR1000RR
GSX-R1000
YZF-R1
CBR1000RR
CBR1000RR
S1000RR
S1000RR
S1000RR
ZX-10R
S1000RR
CBR1000RR
YZF-R1
CBR1000RR
CBR1000RR
CBR1000RR

 2'03.963
 2'04.953
 2'05.200
 2'05.694
 2'06.313
 2'06.468
 2'06.631
 2'06.707
 2'06.729
 2'07.774
 2'08.050
 2'08.121
 2'08.515
 2'08.652
 2'08.864
 2'09.062
 2'09.440
 2'09.459
 2'10.049
 2'10.414
 2'10.735
 2'10.793
 2'11.028
 2'11.224
 2'11.365
 2'11.462
 2'11.574
 2'11.857
 2'12.082
 2'12.113
 2'12.220
 2'12.312
 2'12.943
 2'13.079
 2'13.226
 2'13.398
 2'13.609
 2'14.590
 2'14.761
 2'14.931
 2'15.054

 2'15.300
 2'15.503
 2'15.668
 2'15.920
 2'15.955
 2'16.003
 2'16.070
 2'16.570
 2'17.298
 2'17.304
 2'17.470
 2'17.472
 2'17.544
 2'17.723
 2'17.990
 2'18.226
 2'18.346
 2'18.813
 2'18.881
 2'19.056
 2'19.583
 2'19.752
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13
26
4
090
23
12
64
634
15
75
72
35
95
806
71
19
25
080
3
18
85
74
70
98
36
31
22
80
30
54
105
92
39
40
55
90

61
1
46
52
44

高橋 巧
渡辺 一樹
野左根 航汰
秋吉 耕佑
渡辺 一馬
加賀山 就臣
岩戸 亮介
水野 涼
Zaqhwan Zaidi
前田 恵助
高橋 裕紀
亀井 雄大
生形 秀之
長尾 健吾
津田 拓也
濱原 颯道
渥美 心
羽田 太河
Mark Andrew Aitchison
津田 一磨
中冨 伸一
南本  宗一郎
清末 尚樹
佐野 勝人
今野 由寛
小島 一浩
児玉 勇太
中本 郡
須貝 義行
宮腰 武
大野 英樹
樋口 耕太
辻本 範行
西中 綱
中島 元気
犬木 翼

奥田 貴哉
中須賀 克行
星野 知也
寺本 幸司
関口 太郎

Team HRC
ヨシムラスズキMOTUL
YAMAHA FACTORY RACING TEAM
au・テルルMotoUP RT
Kawasaki Team GREEN
ヨシムラスズキMOTUL
Kawasaki Team GREEN
MuSASHi RT　HARC-PRO.Honda
Honda Asia-Dream Racing with SHOWA
YAMALUBE RACING TEAM
KYB MORIWAKI RACING
Honda Suzuka Racing Team
エスパルスドリームレーシング
Zaif NCXX RACING & ZENKOUKAI
TK SUZUKI BLUE MAX
Honda Dream RT 桜井ホンダ
TONE RT SYNCEDGE 4413
au・テルルMotoUP RT
KRP三陽工業＆RS-ITOH
Team Baby Face
HiTMAN　RC甲子園ヤマハ
AKENOSPEED・YAMAHA
TeamWITH87KYUSYU
チーム阪神ライディングスクール
Moto Map SUPPLY
Honda 緑陽会熊本レーシング
Team Kodama
MobiusGreen YAOKAWASAKI
チームスガイレーシングジャパン
磐田レーシングファミリー
moto CUBIC+Motorrad Toyota
H.L.O RACING SUZUKIN
TEAM VITAL SPIRIT
ルート17&MOTORCYCLES#27
Honda浜友会浜松エスカルゴ
H.L.O RACING

Team de" LIGHT
YAMAHA FACTORY RACING TEAM
TONE RT SYNCEDGE4413
TERAMOTO@J-TRIP Racing
Team ATJ

以上規定周回数完走:                                                                             

 Pos. No. Rider Machine              2ndTime

以上予選通過車両:    
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※

13
1
23
4
634
12
26
090
64
75
71
72
15
19
35
95
25
806
18
3
46
85
98
74
080
36
61
44
70
52
55
31
39
80
22
30
54
40
92
90
105

78
82
37
112
45
085
69
42
77
66
73
86
47
106
67
57
68
97
111
93
79
81
41

※は8耐トライアウト参戦者

ART走行から好調
さを見せていた高
橋巧が公式予選
でマークしたのは2
分03秒874！前人
未踏の2分03秒台、
もちろんコースレ
コードを更新して
ポールポジション
を獲得する。

コーナーごとにポジションを入れかえる2位争いの三つ巴のバト
ルは最終ラップまで続き、シケインで渡辺一馬と野左根航汰が
転倒。渡辺一樹が制する結果となった。
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